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１．はじめに 

本開発工法は図-1 に示すような構造で，鋼管本体に回転力を与えることによって，

羽根先端部が地盤を掘削し，土を上方へ押圧することにより羽根が推進力を得て貫

入する機構で，近年，環境問題の軽減を目的とした低騒音，低振動，無排土で施工

が可能な工法となっている． 

また，施工手順図（図-2）のように杭の先端からグラウトを注入しながら改良体

を造成するものである．これにより，周辺地盤の改良効果と周面摩擦抵抗，二段の

羽根部での支持力を発揮できることを特徴とし，トンネルの脚部補強，軽量構造物

の基礎や斜面安定用補強杭などへの使用を目的に開発してきた． 

今回は，民家のリフトアップや狭隘な箇所での施工及び，図-2 に示した施工方法

の改善による効率の向上及び，低コスト化への試験を行った結果を報告する． 

２．試験概要 

(1)狭隘な場所で施工が可能な専用機の開発と施工性能について，Ｎ値が 3～4 程度

のローム，粘性土地盤で施工性能試験を行った. 

(2)施工方法を図-2（Ａ）のような二重管ではなく，（Ｂ）に示すように杭本体のみ

で行えるような機構とすることで，施工効率向上と低コスト化の検証を行った. 

(3)これらと並行して，杭先端構造を変えて粘性土地盤での杭体造成状況及び，支持

力の試験を行った. 
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図－1 鋼管杭構造図
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図－2 施工手順図
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３．試験結果 

(1)専用機の開発と施工性能 

 図-3 に示した軽量な専用機を開発し，その施工性能を確認した.施工

地盤は図-4 に示す通りで，杭長さは 3.0ｍと 4.5ｍで実験を行った.今回の

開発機での施工において，本地盤での施工性能は良好であった. 

(2)施工方法の改良 

 杭本体のみでの施工方法に関しても注入管を用いないことで，注入ロッ

ド回収時間等の短縮が可能となった. 

(3)粘土質地盤での造成及び支持力確認 

杭先端の機構の改良と並行して，ローム及び粘性土での杭体造成状況と，

支持力の確認を行った.今回の実験は(1)の専用機の施工性能を主体としてい

たため，先端機構の違いについて各 1本での比較となっている. 

造成段階の比較で，従来の開端杭は約 1.0m 貫入した時点で杭先端が詰まっ

てしまい貫入不能となった.他の閉端杭は，杭先端の刃先形状に差異にかかわ

らず貫入が可能であった. 

掘り出し後の造成形状としては，粘性土層では杭体が十分にできていなか

ったが，4.5ｍの先端が砂混じり層に入っているものは，良好な改良体が確認

できた. 

支持力に関しては，図-5のように先端部が扁平なものより突出したもので，

さらに突出部の断面積の大きな物の方が比較的大きな支持力を示した.これ

は以前にも報告した結果７）と一致するものである. 

５．まとめ 

今回の試験施工は，専用機による施工性能と施工方法の改良による

効率化を主体としており，ローム及び粘性土での特性の把握としては

十分とは言えないが，施工方法の効率向上は施工治具の改良で十分可

能であると考える.今後は各種地盤での造成方法の改善や支持力特性

の解析及び，施工方法や鋼管杭構造の改良などによる施工コスト削減

を進める予定である． 
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図－5 杭先端形状概念図及び荷重～変位量グラフ 

図－3 専用機

図－4 施工地盤図

Ａ      Ｂ      Ｃ

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-818-

 

Ⅵ-409

 


